
写真は、第１回環境国際セミナーで紹介された菌根菌入りの多機能フィルターを
使用した被覆シートを施行した個所（右側）と既存工法（左側）との比較を示し
た施工事例です。多機能フィルターを使用した方は木々が大きく成長しています。
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例年、宇部環境国際協力協会（宇部IECA）の総会後に開催しておりました環境国際セ
ミナーは、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から総会を書面表決として開催し
たため、開催を見送っておりました。
一方、最近はバスツアーにより開催しておりました環境保全技術講座については、上
記同理由のためバスツアーを行わず、開催方法を種々検討しておりました。
そこで、２０２０年度は環境国際セミナーと環境保全技術講座を同日に講演会という
形で開催いたしました。
なお、開催にあたっては３密を避け、換気に心がけるとともに、参加者にはマスクの
着用、入室時の消毒と体温確認など新型コロナウィルス感染症対策には万全を期して
開催いたしました。

・開催日時：2020年11月24日（火）１３時１５分から
・開催場所：宇部市文化会館研修ホール
・【環境保全技術講座】 「宇部市ときわ公園次世代エネルギーパークについて」
宇部市観光・シティプロモーション推進部ときわ公園課 東原 隆 課長

・【環境国際セミナー】 「環境破壊を復元する新しい土壌侵食防止・緑化技術」
多機能フィルター（株） 丸本 卓哉 代表取締役社長

・共催：宇部市、NPO法人 うべ環境コミュニティー、宇部志立市民大学環境・アー
ト学部OB会
・参加者:約26名

第１回環境保全技術講座及び第１回環境国際セミナー



東原課長の講演の様子

ときわ公園に設置している設備など
電気自動車の災害時の活用事例

丸本社長の講演の様子

2年後に自然植生が回復した様子インドネシア, バリ島バトゥ―ル山,
2012年施工直後の様子

保護ネット

+菌根菌

ウェブ

植生材

基布土 壌

多機能フィルターの基本構造

2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

講演風景



海外研修員の受入

本年もインドネシアの将来の国づくりを担う青年行政官ら１１名を招いて都市環境管

理の研修を実施する予定でしたが、JICA中国からコロナ禍のために２０２１年度に実施

するとの連絡があり、延期となりました。さらに２０２１年度分のインドネシア研修員

11名も統合して実施することになり、合計22名の参加者を予定しています。

マレーシアのUiMTから”the Ministry of Education Research Fund”へ 標記テーマ

の固形廃棄物管理などに関する研修を申請するので、固形廃棄物に携わる研修を2020年

９月に実施したいとの要請を受けて研修内容などを検討していました。しかし、コロナ

禍のために日本に入国できないことから延期することになりました。

新規環境技術研修コースの企画、提案、
研修プログラムの策定
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JICA青年研修事業インドネシア（都市環境管理コース）研修

マレーシアMARA工科大学（UiMT）による「家庭ごみの分別
におけるコミュニティーの関与の強化」に関する研修

(1) ブンカリス県の廃棄物政策に関する研修プログラム
２０１９年７月にブンカリス行政府（インドネシア）から県の幹部が来宇して次期プ

ロジェクトについて協議するとともに、ブンカリス内で検討されていましたが、今年度

についてはブンカリスからコロナ禍の対応について連絡があり、２０２０年度は延期す

ることになりました。

(2) 立命館大学によるJICA草の根技術協力事業パートナー型へ
の申請に対する協力
立命館大学がJICA草の根パートナー型に泥炭地防火プロジェクトとして申請するにあ

たり、宇部IECAで宇部方式、市民連携活動、消防団の活動等の研修を実施して欲しいと

の要請があったので、研修内容などについて提案しました。

(3) ラオスのルアンパバーン市との環境管理に関する新規案件
２０１９年１１月に富山県で開催された環境省(MOEJ)、（公財）地球環境戦略研究機

関（IGES）主催による『低炭素社会実現のための都市間連携事業に関する研修』に参加

していたラオスのルアンパバーン市の都市管理・サービス事務所副所長 Mr. Daovanh

SIRIVONG氏と環境管理に関する新規案件について協議をし、「「宇部方式」によるルア

ンパバーン市におけるごみ分別の促進について」を協議しています。

(4) ラオスのサラヴァン県と環境管理に関する新規案件
JICA青年研修において宇部で研修したラオスのサラヴァン県の Mr. Sisomboun氏と環

境管理に関する新規案件について協議をしています。



開発途上国等との環境関連の情報交換及び技術移転

講師の能勢主任及び大塚係長 SEMESTAの代表者Ade Idra Suhara氏

参加者の様子
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(1) 過去の研修経験者との情報交換の継続
JICA青年研修の研修員とWebinarによる情報交換をしました。

1) 2020年8月30日、 JICA青年研修事業の元研修員（2015年度来宇）との事業見直しに

関するWebinarに参加し、彼らの活動状況について情報交換しました。

2) 2020年10月23日、 JICA青年研修事業の元研修員（2018年度来宇）との事業見直しに

関するWebinarに参加し、バルクンバ県環境・森林事業所バスマさんの「廃棄物処

理」や西ジャワ州 環境保護局ディタさんの「チタルム川水質改善の活動」の状況

について情報交換しました。

(2) ブンカリス県のNGO法人Sentral Muda Bestari (SEMESTA)への
環境に関わる講義
ブンカリス県のNGO法人SEMESTAの依頼により、ブンカリス県職員、大学で環境問題に

関心のある講師・生徒や周辺の環境のNGOのメンバーに対して宇部市や日本の環境に関

わる講義をWebinarで実施しました。

1) 2021年2月25日 「①宇部市の環境の概要、②廃棄物処理について」講義し、情報交

換しました。

講師：環境政策課主任 能勢英樹氏 及び廃棄物対策課係長 大塚智明氏

参加者：Zoom 100名、YouTube 50名

2) 2021年3月31日 「環境保全のための市民の役割・連携について」講義し、情報交換

しました。

講師：宇部フロンティア大学短期大学部教授 伊藤一統氏

参加者：Zoom 190名、YouTube 150名



(1) 12月６日、山口県ひとづくり財団主催による「夢トークinやまぐちIV－プラスチッ

クごみの行方に参加しました。

講師： 浮田正夫 宇部IECA顧問、NPO法人うべ環境コミュニティー理事長

(2) 12月24日、NPO法人エコネット近畿主催による「プラスチックごみゼロシンポジウ

ム」のWebinarに参加しました。

(3) １月27日、宇部市主催による「環境教育指導者研修会」のWebinarに参加しました。

講師： 池田満之氏

(4) １月28日、市民国際プラザ主催による地域国際化ステップアップセミナー「コロナ

時代の国際協力と地域づくり」のWebinarに参加しました。

(5) ３月１日、JICA主催によるNGO-JICA協議会のWebinarに参加しました。

(6) ３月５日 外務省NGO研究会「新型コロナウイルス感染症拡大に対する日本の国際協

力NGOの対応戦略」に参加しました。

(1) 2020年11月14日（土）

「第31回まちなかエコ市場」で当協会の取り組みについてパネル展示を行いました。

(2) 2020年12月20日（日）

「Cool Choice in Library」で当協会の取り組みについてパネル展示を行いました。

(3) 宇部IECAのホームページをリニューアルするとともに「宇部の環境技術」日本語の

２０２０年度版をホームページに掲載しました。

エコ市場でのパネル展示風景

宇部の環境技術2020
(https://www.ieca.biz/environmental-technology/2020japanese/) 5

リニューアルした宇部IECAのホームページ

環境に関わる情報収集、Webinarなどへの参加



宇部IECAのロゴを新
たに作成しました。
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宇部ＩＥＣＡ

〒755-0045
山口県宇部市中央町2丁目11番21号
宇部市まちなか環境学習館 「銀天エコプラザ」 3F
ＴＥＬ・ＦＡＸ (0836)36-3199
Eメール info@ieca.biz URL https://www.ieca.biz

発 行

事務所 宇部環境国際協力協会

2021年5月28日より上記住所に事務所を移転いたしました。
当事務所にお越しの際は、ご注意をお願い申し上げます。
なお、電話番号・ファックス番号、E-メールアドレスは
変更ありません。

現在の会員数
●個人 １５０人
●法人団体 ４０団体

宇部IECAは会員の皆様の会費により運営されています。
会費は次の通りです。
☆個人会員 １口 1,000円
☆法人会員 １口 10,000円
☆何口でも可

宇部方式は、市民の皆様が積極的に参加するところから始まります。
「会員になって一緒に国際交流を行ってみませんか」とお知り合いの方々へのお誘いをお
願いします。

＜国際交流ボランティア＞
今後、海外から多数の研修生が、宇部市を訪れると思われます。外国語（英語、スペイ
ン語、中国語等）の会話が可能な方で、休日のホームステイ、市内外の案内等をしていた
だきます。
＜技術支援ボランティア＞
環境技術をお持ちの方で、海外研修生の受け入れのための研修コースの策定、研修生の
受け入れ、途上国環境対策調査等をしていただきます。

国際交流及び技術支援のボランティアを募集
しております。皆様方の実情に合ったボラン
ティアを積極的に行っていただけませんで
しょうか。

（１）理事会：2020年5月19日（火）：新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
各理事に書面評決により前年度事業報告、新年度事業計画などを審議していただき、承
認されました。

（２）総 会： 2020年6月10日（水）：新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
各会員に書面評決により前年度事業報告、新年度事業計画などを審議していただき、承
認されました。

2020年度 理事会及び総会

会報第22号を2020年５月に発行しました。

会報


